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ど
ん
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か

■
三
瓶
町
内
の
農
業
・
畜
産
を
担
う
若
手
後
継

者
24
名
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
テ
ー
マ
を
決
定
し
、
自
分
た
ち
の
園
地

を
利
用
し
た
実
地
検
証
や
、
県
外
へ
の
視
察

や
講
習
を
通
し
て
、
農
業
に
関
す
る
知
識
や

技
術
の
獲
得
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
果
実
の
日
焼
け
を
防
止
す
る
た
め
に
散
布
す

る
薬
剤
の
濃
度
を
変
え
る
な
ど
の
実
験
や

日
常
活
用
し
て
い
る
草
刈
り
機
や
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
な
ど
の
農
器
具
の
正
し
い
点
検
方
法
を

学
ぶ
た
め
、
安
全
講
習
を
し
て
い
ま
す
。

■
耕
作
者
が
高
齢
の
た
め
に
管
理
で
き
な
く

な
っ
た
荒
廃
園
地
の
伐
採
を
行
い
、
害
虫
の

発
生
を
抑
え
る
た
め
の
活
動
や
、
奥
地
の
海

の
か
ー
に
ば
る
や
銀
ち
ゃ
ん
の
仮
想
大
賞
と

い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
際
に
は
、
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
協
力
し
て
い
ま
す
。

柑
橘
農
家
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
こ
と
は

■
自
然
と
関
わ
る
時
間
が
増
え
ま
し
た
。
前
の

会
社
で
は
、
会
社
内
に
い
る
こ
と
が
多
か
っ

た
の
で
、
違
う
経
験
が
出
来
る
の
は
楽
し
い

こ
と
で
す
。
い
い
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

■
子
ど
も
の
頃
か
ら
農
業
に
は
関
心
が
あ
り
ま

し
た
。
以
前
、
松
山
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
し

て
い
て
、
農
業
関
係
の
仕
事
で
こ
の
三
瓶
地

区
に
来
る
機
会
が
あ
り
、
農
家
さ
ん
か
ら
い

ろ
い
ろ
と
農
業
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
れ

で
自
分
も
ミ
カ
ン
農
家
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
辞
め
て
今
勉
強
し
て

い
る
最
中
で
す
。

■
繁
忙
期
は
忙
し
い
ん
で
す
け
ど
、
選
果
中
に

嫁
さ
ん
や
子
ど
も
が
来
て
、
ち
ょ
っ
と
遊
ん

だ
り
、
息
抜
き
で
き
た
り
、
普
通
の
仕
事
で

は
で
き
な
い
家
族
と
の
関
係
が
で
き
ま
す
。

こ
の
思
い
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
、
農
家
の
人
達

が
結
婚
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
と
思
い
ま

す
。

ど
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
か

■
将
来
的
に
は
法
人
化
を
し
て
、
収
穫
し
た
も

の
を
都
市
部
に
出
す
こ
と
に
よ
り
収
入
が
増

え
れ
ば
、
草
刈
り
や
収
穫
を
し
て
く
れ
た
ア

市民の皆さんのご意見を議会活動
に反映させるために「市民との意
見交換会」を開催し、三瓶町４H
クラブの柑橘農家の皆さんにお話
を聞きました。
8 月 19 日
西予市三瓶支所（三瓶町）にて
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ル
バ
イ
タ
ー
に
分
配
す
る
よ
う
な
、
雇
用
を

生
む
や
り
方
も
あ
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
蔵
貫
地
区
で
、
今
年
中
に
法
人
を
立
ち

上
げ
る
予
定
で
す
。

■
私
た
ち
の
園
地
は
水
源
が
乏
し
い
と
こ
ろ

で
、
南
予
用
水
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
甘
平

の
栽
培
に
お
い
て
裂
果
を
防
ぐ
た
め
に
、
県

が
点
滴
灌
水
を
利
用
し
た
栽
培
技
術
を
進
め

て
い
る
の
で
取
り
組
ん
で
み
た
い
。

市
や
議
会
に
対
し
て
伝
え
た
い
こ
と

■
農
家
向
け
の
結
婚
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
催
し

て
ほ
し
い
で
す
。

■
収
穫
期
に
は
人
手
不
足
と
な
る
の
で
、
ア
ル

バ
イ
タ
ー
の
方
が
宿
泊
す
る
よ
う
な
施
設
の

整
備
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。

■
三
瓶
地
域
で
は
、
今
後
５
年
10
年
し
た
ら
作

付
面
積
は
半
分
に
な
る
と
思
う
。
後
継
者
を

も
っ
と
増
や
し
て
い
か
な
い
と
産
地
自
体
が

保
た
な
く
な
る
感
じ
を
受
け
ま
す
。
そ
し
て

鳥
獣
害
や
耕
作
放
棄
園
の
伐
採
な
ど
負
担
が

押
し
寄
せ
て
く
る
。
産
地
を
守
る
た
め
、
新

規
参
入
し
や
す
い
環
境
を
作
っ
て
も
ら
い
た

い
で
す
。

特集　三瓶町 4Hクラブ×議会

（後列左から）　芋瀬謙二郎さん、　石川武巳さん、有馬宗一郎さん
（中列左から）　宮本大輝さん、木下徳之さん、山本龍太さん、井上伸也さん、

（前列左から）　菊池弘展さん、堀内和弘さん、上杉豪さん、井上清悟さん、岡本武さん
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定例会

　
第３回定例会の議案は　　　

令和3年度補正予算 ……………………………8件

令和2年度決算認定 ………………………… 11件

報告 …………………………………………… 13件

人権擁護委員の推薦 ……………………………5件

条例制定 …………………………………………1件

条例改正 …………………………………………3件

財産の取得 ………………………………………1件

指定管理者の指定 ………………………………1件

過疎計画の策定 …………………………………1件

議員提出議案 ……………………………………2件

●
第
３
回
定
例
会全

て
の
議
案
と
結
果
は
、
Ｐ
７
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

西
予
市
の
こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

会
期
　
８
月
31
日
〜
10
月
８
日

会
議
期
間
　
39
日
間

令
和
３
年

過
去
最
大
と
な
る
令
和
２
年
度
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定
し
ま
し
た

Pick up ●
議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　
特
別
定
額
給
付
金
を
主
と
す
る
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
関
す
る
歳
入
歳
出
の
影
響
に
よ
り
、
過
去
最
大
の
決
算
と

な
っ
た
。

　
歳
入
の
32
・
８
％
は
、
地
方
交
付
税
が
占
め
て
い
る
。
そ
の
内
、

普
通
交
付
税
に
つ
い
て
、
令
和
２
年
度
か
ら
合
併
に
よ
る
優
遇
措
置

が
終
了
し
一
本
算
定
と
な
っ
た
が
、地
域
社
会
再
生
事
業
費
の
創
設
、

公
債
費
に
係
る
基
準
財
政
需
要
額
の
増
等
に
よ
り
、
前
年
度
よ
り
増

額
し
た
。
今
後
も
、
横
ば
い
か
ら
微
増
で
推
移
す
る
と
見
込
ま
れ
て

い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、自
主
財
源
に
乏
し
く
、財
政
力
指
数
は
０
・
25
と

大
変
弱
い
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
財
政
基
盤
の
確
立
と
健
全
経
営
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。

〈
認
定
第
１
号
　
西
予
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
〉
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令和 2年度決算

令和2年度一般会計歳入決算

地 方 交 付 税 121億 7524万円

国 庫 支 出 金 89億 7880万円

市 債 36億 7145万円

市 税 31億 9836万円

県 支 出 金 26億 8625万円

繰 入 金 21億 2284万円

繰 越 金 18億 0863万円

諸 収 入 4億 2162万円

使 用 料 及 び 手 数 料 2億 9620万円

寄 附 金 2億 9730万円

分 担 金 及 び 負 担 金 1億 2741万円

財 産 収 入 7096万円

地 方 消 費 税 交 付 金 8億 0323万円

地 方 譲 与 税 3億 1271万円

地 方 特 例 交 付 金 2576万円

環 境 性 能 割 交 付 金 1785万円

株式等譲渡所得割交付金 1600万円

法 人 事 業 税 交 付 金 1267万円

配 当 割 交 付 金 1183万円

利 子 割 交 付 金 451万円

交通安全対策特別交付金 442万円

計 370億 6404万円

令和2年度一般会計歳出決算

民 生 費 74億 1993万円

総 務 費 68億 3620万円

公 債 費 41億 1849万円

教 育 費 32億 3041万円

土 木 費 26億 4986万円

農 林 水 産 業 費 25億 9528万円

衛 生 費 22億 3343万円

災 害 復 旧 費 18億 9872万円

消 防 費 18億 4588万円

諸 支 出 金 13億 7577万円

商 工 費 12億 3120万円

議 会 費 1億 7721万円

労 働 費 1376万円

計 356億 2614万円

注）金額は、四捨五入のため、一部端数調整を行う場合があります。

歳入総額　　　370億 6403万 7871円

歳出総額　　　356億 2613万 8774円

一　般　会　計　決　算

（歳入）　125億 3697万円
（歳出）　123億 6535万円

特 別 会 計 決 算

（収益的収支）　59億 6,989万円　　　59億 7,737万円
（資本的収支）　14億 2,486万円　　　17億 3,614万円

企　業　会　計　決　算
（収入） （支出）
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質疑・陳情

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に

対
処
し
地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め
る

意
見
書
を
採
択
し
、国
に
提
出
し
ま
し
た

意見書　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
に
よ
り
、
地
域
経
済

に
も
大
き
な
影
響
が
及
び
、
地
方
財
政
は
来
年
度
に
お
い
て
も
、

引
き
続
き
、
巨
額
の
財
源
不
足
が
避
け
ら
れ
な
い
厳
し
い
状
況
に

直
面
し
て
い
る
。

　
地
方
自
治
体
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
は
も
と
よ
り
、
地
域
の

防
災
・
減
災
、
雇
用
の
確
保
、
地
球
温
暖
化
対
策
な
ど
の
喫き

っ

緊き
ん

の
課

題
に
迫
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
医
療
介
護
、
子
育
て
を
は
じ
め
と
し
た

社
会
保
障
関
係
経
費
や
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
費
な
ど
将
来
に
向

け
増ぞ

う

嵩す
う

す
る
財
政
需
要
に
見
合
う
財
源
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
財
源

確
保
の
た
め
、
地
方
税
制
の
充
実
確
保
を
強
く
望
む
。
　
　（
抜
粋
）

　
全
議
員
が
賛
成
し
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
国
会

及
び
関
係
行
政
庁
に
意
見
書
を
提
出
し
た
。

〈
意
見
書
案
第
１
号 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処
し
地
方
税
財
源
の
充

実
を
求
め
る
意
見
書
（
案
）
の
提
出
に
つ
い
て
〉

　
西
予
市
議
会
で
は
「
開
か
れ
た
議
会
」
を
目
指
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
把
握
し
、
議
会
活
動
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
市
民
と
の
意
見
交

換
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

意
見
交
換
会
の
種
類

❶
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
、
特
別
委
員
会
が
各
種
団
体
に
意

見
交
換
会
の
開
催
を
お
願
い
す
る
場
合

❷
市
内
所
在
の
10
人
以
上
で
構
成
す
る
団
体
、
市
民
グ
ル
ー
プ
か
ら
の

申
込
み
に
よ
り
開
催
す
る
場
合
（
※
）

　
団
体
・
市
民
グ
ル
ー
プ
で
、
議
会
と
の
意
見
交
換
会
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
開
催
希
望
の
１
カ
月
前
ま
で
に
西
予
市
議
会
事
務
局
ま
で
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

●
市
民
と
議
会
と
の
意
見
交
換
会

（※）意見交換の方法等については事前に協議させていただきます。内容によっては、お受けできない場合もありますのでご了承ください。

申込書の様式など、詳しくは
市ホームページをご覧いただ
くか、議会事務局までお問い
合わせください

昨年の意見交換会
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議案の審議結果

令和３年第３回定例会議決結果　

議案番号 　件　　　　　　　　　　　　　　名 議決年月日 議決結果

議案第66号 消防本部署庁舎建設事業用地の取得について 9月 17日 原案可決

議案第67号
西予市過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例
制定について

9月 17日 原案可決

議案第68号 西予市手数料条例の一部を改正する条例制定について 9月 17日 原案可決

議案第69号
西予市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条
例制定について

9月 17日 原案可決

議案第70号
西予市老人福祉センター条例の一部を改正する条例制定につ
いて

9月 17日 原案可決

議案第71号 西予市卯之町駅前駐車場の指定管理者の指定について 9月 17日 原案可決

議案第72号 西予市過疎地域持続的発展計画の策定について 9月 17日 原案可決

議案第73号 令和３年度西予市一般会計補正予算（第６号） 9月 17日 原案可決

議案第74号
令和３年度西予市育英会奨学資金貸付特別会計補正予算（第
１号）

9月 17日 原案可決

議案第75号 令和３年度西予市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 9月 17日 原案可決

議案第76号 令和３年度西予市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 9月 17日 原案可決

議案第77号 令和３年度西予市介護保険特別会計補正予算（第２号） 9月 17日 原案可決

議案第78号
令和３年度西予市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１
号）

9月 17日 原案可決

議案第79号 令和３年度西予市病院事業会計補正予算（第１号） 9月 17日 原案可決

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について 8月 31日 原案同意

諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について 8月 31日 原案同意

諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦について 8月 31日 原案同意

諮問第４号 人権擁護委員候補者の推薦について 8月 31日 原案同意

議案番号 　件　　　　　　　　　　　　　　名 議決年月日 議決結果

諮問第５号 人権擁護委員候補者の推薦について 8月 31日 原案同意

報告第８号
令和２年度西予市水道事業会計予算繰越計算書の修正につい
て

8月 31日 報　告

報告第９号 令和２年度西予市一般会計継続費精算報告について 8月 31日 報　告

報告第10号 令和２年度健全化判断比率の報告について 8月 31日 報　告

報告第11号 令和２年度資金不足比率の報告について 8月 31日 報　告

報告第12号 令和２年度西予市病院事業会計継続費精算報告について 8月 31日 報　告

報告第13号 西予市土地開発公社の経営状況について 8月 31日 報　告

報告第14号 株式会社エフシーの経営状況について 8月 31日 報　告

報告第15号 株式会社城川ファクトリーの経営状況について 8月 31日 報　告

報告第16号 株式会社どんぶり館の経営状況について 8月 31日 報　告

報告第17号 あけはまシーサイドサンパーク株式会社の経営状況について 8月 31日 報　告

報告第18号 株式会社グリーンヒルの経営状況について 8月 31日 報　告

報告第19号 一般財団法人宇和文化会館の経営状況について 8月 31日 報　告

報告第20号 西予ＣＡＴＶ株式会社の経営状況について 8月 31日 報　告

意見書案第１号
コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を
求める意見書（案）の提出について

8月 31日 原案可決

発議第３号 西予市決算審査特別委員会の設置について 8月 31日 原案可決

選任第３号 西予市決算審査特別委員会委員の選任について 8月 31日 議長指名

 （令和３年８月31日～9月17日）

表決結果
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

議

決

結

果

和
気
　
数
男

宇
都
宮
久
見
子

信
宮
　
徹
也

宇
都
宮
　
俊
文

加
藤
　
美
香

中
村
　
一
雅

河
野
　
清
一

佐
藤
　
恒
夫

山
本
　
英
明

竹
﨑
　
幸
仁

小
玉
　
忠
重

源

　

正

樹

井
関
　
陽
一

中
村
　
敬
治

二
宮
　
一
朗

兵
頭
　
　
学

森
川
　
一
義

酒
井
　
宇
之
吉番　号 件　　　　　　名

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
　
　
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案同意

諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案同意

諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦について 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案同意

諮問第４号 人権擁護委員候補者の推薦について 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案同意

諮問第５号 人権擁護委員候補者の推薦について 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案同意

意見書案第１号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求
める意見書（案）の提出について 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

発議第３号 西予市決算審査特別委員会の設置について 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第71号 西予市卯之町駅前駐車場の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 原案可決

（○：賛成　×：反対　欠：欠席　除：除斥　棄：棄権）　　　　　　　　　　　　　　※議長は採決には加わりません。

賛否の別れた議案です。
その他の議案については全会一致です。

※9月19日～10月 8日の結果については次号に掲載します。

【訂正とお詫び】　西予市議会だより第69号 15ページ「西予市消防体制検討特別委員会中間報告」の特別委員会設置年月日に誤りがありました。
　　　　　　　　（誤）令和2年6月 22日　→　（正）令和2年6月 17日
　　　　　　　　訂正してお詫びいたします。
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委員会審査

委
員
会
で
は
、
本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を
よ
り
詳
し
く
担
当
部
署
か
ら
説
明
を
受
け
、
調
査
・
審
査
し
ま
す
。

６
件
の
議
案
を
審
査

Q
　
消
防
本
部
署
庁
舎
建
設
事
業
用
地
の
取

得
金
額
の
決
定
方
法
は

A
　
土
地
鑑
定
士
が
出
し
た
候
補
地
の
１
㎡

あ
た
り
の
単
価
鑑
定
評
価
価
格
を
買
収
面

積
に
換
算
し
た
も
の
で
あ
る
。

Q
　
新
消
防
本
部
署
庁
舎
周
辺
住
民
に
対
す

る
環
境
整
備
は

A
　
今
の
と
こ
ろ
未
定
で
あ
る
が
、
今
後
協

議
検
討
を
行
い
、
で
き
る
範
囲
で
取
り
組

む
。

Q
　
卯
之
町
「
は
ち
の
じ
」
ま
ち
づ
く
り
整

備
事
業
に
お
け
る
駅
前
工
事
の
遅
れ
へ
の

対
応
は

A
　
工
事
に
関
す
る
責
任
は
本
工
事
の
発
注

者
で
あ
る
㈱
西
予
ま
ち
づ
く
り
サ
ー
ビ
ス

に
あ
る
が
、
同
社
と
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
契
約

を
し
て
い
る
市
と
し
て
は
、
問
題
や
課
題

な
ど
が
判
明
次
第
、
定
例
会
だ
け
で
な
く

そ
の
都
度
、
直
接
相
談
や
指
導
も
行
な
っ

●
総
務
常
任
委
員
会

て
い
る
。
そ
れ
で
も
対
応
が
不
十
分
な
点

が
あ
り
、
今
後
は
近
隣
や
駅
利
用
者
へ
の

周
知
を
十
分
に
行
う
よ
う
、
細
か
く
指
導

を
し
て
い
き
た
い
。

Q
　
三
瓶
小
学
校
屋
内
運
動
場
外
壁
タ
イ
ル

改
修
工
事
の
工
法
は

A
　
透
明
度
の
高
い
特
殊
な
樹
脂
で
タ
イ
ル

面
を
被
服
す
る
こ
と
で
、
タ
イ
ル
の
剥
離

と
防
水
効
果
を
兼
ね
備
え
、
外
壁
工
事
で

課
題
と
さ
れ
る
景
観
維
持
を
解
決
す
る
エ

バ
ー
ガ
ー
ド
Ｓ
Ｇ
工
法
に
て
行
う
。

Q
　
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
児
童
に
対
す
る
デ

ジ
タ
ル
補
聴
器
の
申
請
方
法
は

A
　
機
器
の
購
入
に
関
す
る
申
請
に
つ
い
て

は
、
保
護
者
か
ら
学
校
へ
、
学
校
か
ら
教

育
委
員
会
へ
上
が
っ
て
く
る
。

所
管
事
務
調
査

卯
之
町
「
は
ち
の
じ
」
ま
ち
づ
く
り
整

備
事
業
に
お
け
る
駅
前
工
事
を
視
察

　
工
期
の
遅
れ
て
い
る
駅
前
工
事
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、
緑
地
広
場
の
設
計
変
更
、

暗
渠
排
水
工
事
や
想
定
し
て
い
な
か
っ
た

地
盤
改
良
工
事
が
発
生
し
工
期
が
伸
び
て

い
る
。

　
今
後
は
工
区
を
５
区
に
分
け
、
順
次
、

駅
と
周
辺
施
設
の
利
便
性
を
考
慮
し
、
工

事
を
進
め
て
い
き
た
い
と
の
説
明
で
あ
っ

た
。

　
早
期
に
国
道
か
ら
の
進
入
が
で
き
る
よ

う
期
待
し
た
い
。

ゆるりあん（宇和町）において、㈱西予まち
づくりサービスから駅前工事の説明を受ける
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委員会審査

８
件
の
議
案
を
審
査

Q
　
西
予
市
災
害
弔
慰
金
等
支
給
審
査
委
員

会
の
構
成
は

A
　
専
門
的
見
地
か
ら
審
査
を
行
う
医
師
や

弁
護
士
等
５
名
で
構
成
さ
れ
る
。

Q
　
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
給

付
事
業
の
給
付
見
込
み
数
は

A
　
新
規
児
童
手
当
受
給
者
15
名
分
、
新
規

特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
１
名
分
、
高

校
生
を
扶
養
し
て
い
る
方
40
名
分
、
家
計

急
変
者
１
３
２
名
の
合
計
１
８
８
名
分
を

見
込
ん
で
予
算
計
上
し
た
。

Q
　
シ
ス
テ
ム
を
改
修
す
る
こ
と
に
よ
り
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
な

検
診
情
報
が
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
る
の

か

A
　
胃
が
ん
な
ど
国
が
推
奨
す
る
５
つ
の
が

ん
検
診
の
結
果
が
５
年
間
分
閲
覧
で
き
る

よ
う
に
な
る
。

　
現
在
、
特
定
健
診
の
結
果
や
各
種
医

●
厚
生
常
任
委
員
会

療
情
報
な
ど
を
閲
覧
で
き
る
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
国
が
進
め
て
お
り
、
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て
様
々
な
仕
組
み
が

構
築
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
順
次
シ

ス
テ
ム
改
修
を
し
て
今
後
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

Q
　
令
和
３
年
度
に
で
き
た
愛
媛
県
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
等
入
院
医

療
機
関
設
備
整
備
事
業
補
助
金
と
日
本
財

団
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

整
備
支
援
事
業
補
助
金
の
使
途
は

A
　
人
工
呼
吸
器
１
台
、
簡
易
陰
圧
装
置
１

台
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
10
台
、
サ
ー
モ
モ
ニ

タ
ー
２
台
な
ど
を
整
備
す
る
。

所
管
事
務
調
査

医
療
、
介
護
、
保
育
職
の
人
材
確
保
に

つ
い
て

　
医
療
介
護
部
の
市
立
病
院
等
と
福
祉
事

務
所
の
関
係
課
な
ど
、
計
６
部
門
の
担
当

者
か
ら
現
状
と
課
題
、
そ
の
対
応
策
等
に

つ
い
て
７
月
19
日
と
９
月
９
日
に
調
査
を

実
施
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
医
療
・
介
護
職
の
若
手
人

材
や
夜
勤
対
応
者
確
保
の
困
難
さ
な
ど
が

鮮
明
と
な
っ
て
き
た
。

　
次
回
は
、
西
予
市
野
城
総
合
福
祉
協
会

と
の
意
見
交
換
会
の
中
で
、
介
護
職
の
実

態
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
る
予
定
で
あ

る
。

　
今
後
も
引
き
続
き
調
査
研
究
に
取
り
組

み
、
よ
り
良
い
提
言
に
繋
が
る
よ
う
努
め

た
い
。

西予市民病院からの現状聞き取り
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２
件
の
議
案
を
審
査

Q
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
中

小
企
業
者
等
経
営
安
定
支
援
事
業
の
せ
い

よ
じ
か
ん
冬
ギ
フ
ト
２
０
２
１
の
内
容
は

A
　
お
歳
暮
フ
ェ
ア
の
カ
タ
ロ
グ
に
記
載
し

た
商
品
を
25
％
割
引
で
提
供
し
、
市
内
物

産
品
の
販
売
促
進
を
図
る
も
の
で
、
実
施

主
体
で
あ
る
西
予
市
観
光
物
産
協
会
へ
の

補
助
金
を
計
上
す
る
。

Q
　
注
文
の
受
付
方
法
と
受
付
期
間
は

A
　
現
在
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
中
心
と
し
た
注

文
方
法
だ
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
に

つ
い
て
検
討
中
で
あ
り
、
事
業
者
に
よ
っ

て
受
注
方
法
が
異
な
る
た
め
、
細
か
く
情

報
収
集
し
て
注
文
が
容
易
に
な
る
よ
う
調

整
す
る
。

　
受
付
期
間
は
10
月
25
日
か
ら
12
月
24
日

ま
で
で
、
10
月
20
日
付
け
の
広
報
せ
い
よ

と
一
緒
に
カ
タ
ロ
グ
を
配
布
す
る
。

委員会審査

●
産
業
建
設
常
任
委
員
会Q

　
担
い
手
育
成
支
援
事
業
の
新
設
は

A
　
愛
媛
県
で
担
い
手
の
減
少
や
高
齢
化
に

よ
る
産
地
の
供
給
力
低
下
が
心
配
さ
れ
る

農
作
物
に
対
し
て
、
基
盤
を
強
化
す
る
た

め
野
菜
・
花
き
等
産
地
供
給
力
強
化
支
援

事
業
が
新
設
さ
れ
た
。

Q
　
緑
の
少
年
団
活
動
事
業
の
内
容
は

A
　
野
村
町
惣
川
小
学
校
に
お
い
て
緑
の
少

年
団
を
新
規
結
成
し
、
市
内
で
は
合
計
７

団
体
と
な
っ
た
。主
な
活
動
は
野
外
活
動
・

緑
化
活
動
・
奉
仕
活
動
・
学
習
活
動
な
ど

で
あ
る
。

所
管
事
務
調
査

一
次
産
業
振
興
の
可
能
性

　
巻
頭
の
特
集
に
も
あ
る
よ
う
に
、
当
委

員
会
で
は
三
瓶
町
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
と
意
見
交

換
を
行
っ
た
。
柑
橘
農
家
の
若
手
後
継
者

か
ら
農
業
の
や
り
が
い
や
課
題
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
で
、
新
規
就
農
の
方
法
や
課
題

な
ど
、
様
々
な
収
穫
が
得
ら
れ
た
。

　
今
後
も
一
次
産
業
の
可
能
性
や
振
興
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
調
査
研
究
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

三瓶町4Hクラブとの意見交換会
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一般質問

Q
　
野
村
ダ
ム
の
洪
水
調
節
機
能

の
向
上
に
係
る
計
画
は
進
ん
で

い
る
の
か

A
　
野
村
ダ
ム
の
洪
水
調
節
機

能
は
国
に
よ
り
効
果
的
な
進

捗
管
理
が
さ
れ
て
い
る
。
利
水

者
の
協
力
に
よ
り
、
治
水
容
量

３
５
０
万
ト
ン
に
加
え
、
事
前

放
流
に
よ
り
利
水
容
量
の
一
部

２
５
０
万
ト
ン
を
治
水
に
活
用

す
る
こ
と
や
、
治
水
協
定
締
結

に
よ
り
、
事
前
放
流
量
と
し
て

約
１
６
０
万
ト
ン
を
確
保
し
て

い
る
。

　
集
中
豪
雨
に
対
し
、
ダ
ム
機

能
の
改
修
を
市
と
し
て
も
要
望

し
、
国
も
前
向
き
に
検
討
さ
れ

て
お
り
、
５
月
31
日
に
は
、
ダ

ム
堰
堤
の
低
い
位
置
を
削
孔
し
、

放
流
管
を
設
置
す
る
野
村
ダ
ム

施
設
改
良
工
事
の
概
要
が
発
表

さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ダ
ム

の
洪
水
調
節
機
能
が
、
平
成
30

年
７
月
豪
雨
と
同
じ
規
模
の
洪

水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
の
復
旧
・

復
興
に
つ
い
て

Q
　
の
む
ら
復
興
ま
ち
づ
く
り
計

画
に
つ
い
て

A
　
住
民
、
行
政
、
大
学
等
が
共

に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う
「
の

む
ら
復
興
ま
ち
づ
く
り
デ
ザ
イ

ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催

し
て
話
し
合
い
を
積
み
重
ね
、

住
民
意
向
を
組
み
取
り
な
が
ら
、

計
画
の
策
定
を
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
そ
の
内
容
は
肱
川
の
右
岸
側

に
自
然
と
憩
い
の
エ
リ
ア
、
三

嶋
神
社
周
辺
エ
リ
ア
、
左
岸
側

に
乙
亥
・
ま
ち
な
か
エ
リ
ア
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
エ
リ
ア
の

４
つ
の
空
間
を
整
備
す
る
計
画

で
あ
る
。

入
札
に
つ
い
て

Q
　
令
和
２
年
度
の
入
札
件
数
と

平
均
落
札
率
は

A
　
件
数
は
、
全
体
で
２
６
４
件
、

落
札
率
は
97
・
73
％
で
あ
る
。

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
に

よ
り
、
多
く
の
災
害
復
旧
工
事

を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
、
入

札
者
が
一
社
の
場
合
で
も
有
効

と
し
て
い
る
た
め
、
落
札
率
が

高
い
要
因
に
な
っ
て
い
る
が
、

今
年
度
に
は
災
害
復
旧
工
事
の

発
注
は
概
ね
完
了
す
る
見
込
み

で
あ
る
。

小
学
校
の
再
編
に
つ
い
て

Q
　
な
ぜ
、
今
年
度
に
西
予
市
宇

和
町
地
域
小
学
校
再
編
検
討
委

員
会
を
設
置
す
る
の
が
適
当
だ

と
判
断
し
た
の
か

A
　
今
後
の
児
童
数
の
推
移
、
複

式
学
級
発
生
の
可
能
性
、
施
設

の
状
況
、
統
合
後
の
皆
田
小
学

校
の
状
況
、
教
育
環
境
の
変
化

等
を
総
合
的
に
勘
案
し
た
結
果
、

現
在
が
協
議
を
行
う
適
切
な
時

期
で
あ
る
と
判
断
し
、
委
員
会

を
設
置
し
検
討
を
お
願
い
し
た
。

　
５
回
程
度
開
催
し
、年
度
末
に

答
申
を
い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
。

小玉　忠重

一般
質問

加藤　美香

一般
質問

●
一
般
質
問

み
な
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
内
容
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
す
。

宇和町地域小学校再編検討委員会
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一般質問

え
ひ
め
南
予
き
ず
な
博
に
つ
い
て

Q
　
Ｅ
‐
Ｂ
Ⅰ
Ｋ
Ｅ
を
活
用
し
、

ジ
オ
パ
ー
ク
や
観
光
推
進
と
し

て
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
を

市
内
各
所
に
展
開
し
て
は
ど
う

か

A
　
Ｅ
‐
Ｂ
Ⅰ
Ｋ
Ｅ
と
ジ
オ
パ
ー

ク
の
親
和
性
は
高
い
も
の
と
想

定
し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
も

あ
る
が
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の

市
内
各
所
へ
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
ど
ん
ぶ
り
館
駅
前
店
に
設

置
さ
れ
て
い
る
Ｅ-

Ｂ
Ⅰ
Ｋ
Ｅ

が
今
年
度
と
来
年
度
、
ど
の
程

度
利
用
さ
れ
る
か
、
実
績
を
見

な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
く
。

情
報
発
信
の
方
法
に
つ
い
て

Q
　
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
か
ら

行
政
情
報
を
入
手
出
来
る
自
治

体
広
報
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
を

導
入
し
て
は
ど
う
か

ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て

Q
　
部
活
動
が
地
域
へ
移
行
し
た

場
合
の
受
け
皿
は

A
　
教
育
委
員
会
が
主
体
と
な
り
、

部
活
動
の
地
域
移
行
を
推
進
し

て
い
く
た
め
の
協
議
を
開
始
し
、

令
和
５
年
度
か
ら
の
休
日
に
お

け
る
部
活
動
の
段
階
的
な
移
行

に
向
け
、
計
画
的
に
取
り
組
む
。

　
地
域
移
行
時
の
受
け
皿
と
し

て
は
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、

ス
ポ
ー
ツ
協
会
、
青
少
年
健
全

育
成
に
係
る
社
会
体
育
の
団
体
、

教
員
Ｏ
Ｂ
、
地
域
の
個
人
の
方
々

を
想
定
し
て
い
る
。
指
導
者
育

成
に
つ
い
て
は
、
の
む
ら
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ
委
託
し
て
い

る
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
活
動
サ

ポ
ー
ト
事
業
で
市
民
を
対
象
と

し
た
コ
ー
チ
ン
グ
研
修
を
企
画

し
進
め
て
い
る
。

第
１
次
産
業
に
つ
い
て

Q
　
畜
産
農
家
減
少
対
策
は

A
　
酪
農
業
は
平
成
28
年
度
の
53

戸
に
対
し
て
、
令
和
３
年
度
は

40
戸
と
、
５
年
間
で
13
戸
も
減

少
し
て
お
り
、
市
と
し
て
は
畜

産
基
盤
施
設
再
生
支
援
事
業
を

中
心
に
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

　「
酪
農
を
考
え
る
会
」
が
、
遊

休
畜
舎
等
を
再
活
用
し
た
リ
ー

ス
牧
場
や
実
習
生
の
受
入
れ
を

兼
ね
た
研
修
施
設
等
の
計
画
を

検
討
し
て
お
り
、
行
政
も
積
極

的
に
参
画
し
、
畜
産
農
家
へ
の

支
援
を
検
討
す
る
。

井関　陽一

一般
質問

A
　
視
聴
者
は
自
身
の
知
り
た
い

地
域
の
情
報
を
選
択
し
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
情
報
を
得
る
メ

リ
ッ
ト
と
、
自
治
体
は
各
種
の

情
報
を
原
則
毎
日
24
時
間
、
い

つ
で
も
入
力
が
で
き
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
情
報
発
信
が
可
能
と

な
る
。

　
手
軽
な
行
政
情
報
取
得
手
段

と
し
て
認
知
さ
れ
緊
急
時
の
確

実
な
情
報
伝
達
に
つ
な
げ
て
い

け
る
と
考
え
て
い
る
。
費
用
対

効
果
も
含
め
、
県
内
市
町
の
動

向
を
見
な
が
ら
導
入
の
検
討
を

行
う
。

二宮　一朗

一般
質問

高校生とコラボした小学生バレーボール指導
（のむらスポーツクラブ）

どんぶり館駅前店あおぞらの E-BIKE
まずはお試しください
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一般質問

A
　
現
在
、
市
の
特
性
に
合
わ
せ

た
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

る
た
め
、
主
に
行
政
の
Ｄ
Ｘ
の

分
野
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
特
有
の
様
々
な
課
題
が
あ

る
中
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
り

解
決
、
緩
和
で
き
る
も
の
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標

準
化
・
共
通
化
や
業
務
の
デ
ジ

タ
ル
化
な
ど
に
取
り
組
む
が
、

住
民
本
位
の
行
政
を
実
現
す
る

こ
と
が
、
誰
１
人
取
り
残
さ
な

い
Ｄ
Ｘ
で
あ
る
と
い
う
考
え
を

基
に
進
め
て
い
く
。

行
政
改
革
に
つ
い
て

Q
　
愛
媛
県
が
幹
事
団
体
と
な
っ

て
実
施
さ
れ
た
業
務
量
調
査
の

目
的
は

A
　
職
員
数
が
減
少
す
る
中
、
必

要
不
可
欠
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

維
持
す
る
た
め
、
改
善
す
べ
き

業
務
を
洗
い
出
し
、
効
率
化
し
、

企
画
立
案
な
ど
に
集
中
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
目
的
に
調
査
を

行
っ
た
。

　
課
題
の
解
決
に
向
け
、
７
月

に
設
立
さ
れ
た
自
治
体
事
務
標

準
化
推
進
協
議
会
に
お
い
て
、

愛
媛
県
を
主
体
と
し
て
連
携
す

る
１
道
９
県
で
、
業
務
プ
ロ
セ

ス
の
効
率
化
、
標
準
化
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
に
よ
る
業
務
改
革
等
、

実
務
レ
ベ
ル
で
の
研
究
を
進
め

て
い
る
。

Q
　
愛
媛
県
・
市
町
※

Ｄ
Ｘ
協
働
宣

言
に
お
け
る
取
り
組
み
は

市
の
情
報
伝
達
手
段
に
つ
い
て

Q
　
防
災
行
政
無
線
が
行
っ
て
い

る
時
報
の
チ
ャ
イ
ム
は

A
　
時
報
に
つ
い
て
は
多
い
地
区

で
は
５
回
の
時
報
を
放
送
し
て

い
た
が
、
防
災
行
政
無
線
の
デ

ジ
タ
ル
化
や
市
民
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
多
様
化
に
伴
い
放
送

時
間
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が

寄
せ
ら
れ
て
い
た
た
め
、
昨
年
、

各
区
長
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
本
年
４
月
か
ら
試
験
運
用

と
し
て
、
正
午
と
午
後
５
時
の

２
回
実
施
し
て
い
る
。
試
験
運

用
開
始
後
も
、
様
々
な
意
見
が

寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
時
報
が
市

民
の
皆
様
の
生
活
の
一
部
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ

る
。

　
試
験
運
用
か
ら
６
カ
月
が
経

過
し
、
再
度
、
各
区
長
等
へ
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
結
果
を

も
と
に
、
年
内
に
は
今
後
の
方

向
性
を
決
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

財
産
管
理
に
つ
い
て

Q
　
市
有
財
産
を
売
却
し
、
財
源

と
す
る
考
え
は

A
　
払
下
げ
を
す
る
必
要
性
、
そ

れ
を
必
要
と
さ
れ
る
方
、
ま
た

セ
ー
ル
ス
の
方
法
な
ど
、
そ
れ

ら
を
含
め
て
今
後
検
討
し
て
い

く
。

源　正樹

一般
質問

酒井　宇之吉

一般
質問

暮らしに役立つＤＸを

屋外拡声子局（俵津地区丸山公園）

※ＤＸ…デジタルトランスフォーメーションの略であり、一般的にデジタル技術による社会経済の変革を意味する。
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一般質問

原
子
力
災
害
時
に
お
け
る
西
予
市
住

民
避
難
行
動
計
画
に
つ
い
て

Q
　
原
子
力
災
害
時
に
お
け
る
福

祉
施
設
入
所
者
・
病
院
入
院
患

者
の
避
難
支
援
は

A
　
各
施
設
の
計
画
に
基
づ
き
予

め
定
め
ら
れ
た
避
難
所
で
あ
る

社
会
福
祉
施
設
へ
避
難
す
る
が
、

何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
、
選
定

し
た
避
難
先
施
設
が
使
用
で
き

な
い
場
合
は
、
県
対
策
本
部
が

調
整
す
る
。

　
病
院
と
入
院
患
者
の
避
難
に

つ
い
て
は
、
県
対
策
本
部
が
専

門
家
の
助
言
を
受
け
、
受
け
入

れ
先
の
選
定
と
受
け
入
れ
に
関

す
る
調
整
を
行
う
。

Q
　
屋
内
退
避
に
つ
い
て
内
閣
原

子
力
防
災
担
当
と
原
子
力
機
構

の
発
表
で
は
通
常
の
家
屋
で
も

３
割
し
か
低
減
効
果
が
な
い
と

い
わ
れ
て
い
る
が
、
被
ば
く
防

止
の
効
果
は

両
市
立
病
院
に
つ
い
て

Q
　
二
次
救
急
医
療
体
制
の
集
約

の
詳
細
は

A
　
公
立
病
院
を
取
り
巻
く
外
部

の
環
境
変
化
が
あ
り
、
現
状
の

ま
ま
の
両
病
院
を
維
持
す
る
こ

と
は
困
難
で
、
適
正
な
病
院
規

模
へ
サ
イ
ズ
ダ
ウ
ン
す
る
変
革

が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、

現
在
２
つ
の
市
立
病
院
が
隔
日

交
代
で
実
施
し
て
い
る
二
次
救

急
の
受
け
入
れ
体
制
が
維
持
で

き
な
く
な
る
た
め
、
野
村
病
院

で
対
応
す
る
平
日
日
中
を
除
い

た
、
夜
間
３
６
５
日
及
び
休
日

の
二
次
救
急
対
応
を
西
予
市
民

病
院
に
集
約
し
、
１
カ
所
で
両

病
院
の
医
療
従
事
者
が
協
力
し

て
、
受
け
入
れ
体
制
の
維
持
が

必
要
と
な
り
、
令
和
４
年
４
月

の
実
現
を
目
標
に
進
め
て
い
る
。

Q
　
市
立
病
院
の
支
払
い
に
も

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
導
入
が
必

要
で
は
な
い
か

A
　
市
立
病
院
の
支
払
い
は
、
窓

口
や
口
座
振
替
で
の
現
金
払
い

の
み
で
あ
り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
等
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
に
は

対
応
し
て
い
な
い
。

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
つ

い
て
は
、
西
予
市
行
政
各
分
野

で
具
体
的
な
導
入
計
画
が
進
ん

で
お
り
、
市
立
病
院
も
そ
の
計

画
、
協
議
を
参
考
に
検
討
を
継

続
し
て
い
く
。

宇都宮　久見子

一般
質問

A
　
屋
内
退
避
は
国
の
確
実
性
の

あ
る
デ
ー
タ
を
も
と
に
示
さ
れ

て
い
る
避
難
方
法
と
認
識
し
て

い
る
。

　
市
と
し
て
は
、
地
域
防
災
計

画
（
原
子
力
災
害
対
策
編
）、
住

民
避
難
行
動
計
画
に
沿
っ
て
、

適
切
な
防
護
措
置
を
講
じ
た
上

で
、
住
民
の
皆
様
の
円
滑
な
避

難
を
勧
め
て
い
く
。

和気　数男

一般
質問

伊方発電所

二次救急一本化に向けて
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政務活動費収支報告

令和２年度　政務活動費収支報告
市では、地方自治法に基づき、議員の調査研究に必要な経費の一部として、議員 1人あたり月額１万
円を前払いで交付しています。（会派の場合、所属議員数に応じて交付）年度末までに支出残高がある
場合は返還します。

●主な支出項目の説明
調 査 研 究 費 議員（会派）が行う市の事務、地方行財政等に関する調査研究及び調査委託に関する経費

研 修 費 議員（会派）が研修会を開催するために必要な経費、団体等が開催する研修会の参加に要する経費

資 料 購 入 費 議員（会派）が行う活動のために必要な図書、資料等の購入に要する経費

事 務 所 費 議員（会派）が行う活動に必要な事務所の設置、管理に要する経費

※この他にも、広報費、広聴費、要請・陳情活動費、会議費、資料作成費、人件費があります。

●収支一覧表
改選前（令和2年 4月から令和2年 5月分まで）
NO 会派名または議員名 交付額 支出額

支　出　額　の　内　訳
返還額

調査研究費 研修費 資料購入費 事務所費

1 こころざし（6名） 120,000 0 0 0 0 0 120,000

2 信 宮 　 徹 也 申請なし

3 宇 都 宮 俊 文 申請なし

4 中 村 　 一 雅 20,000 0 0 0 0 0 20,000

5 河 野 　 清 一 申請なし

6 佐 藤 　 恒 夫 申請なし

7 山 本 　 英 明 20,000 0 0 0 0 0 20,000

8 竹 﨑 　 幸 仁 20,000 0 0 0 0 0 20,000

9 小 玉 　 忠 重 申請なし

10 源 　 　 正 樹 20,000 0 0 0 0 0 20,000

11 菊 池 　 純 一 20,000 0 0 0 0 0 20,000

12 兵 頭 　 　 学 申請なし

13 宇 都 宮 明 宏 申請なし

14 森 川 　 一 義 20,000 5,935 0 0 5,935 0 14,065

15 藤 井 　 朝 廣 申請なし

16 酒 井 宇 之 吉 20,000 0 0 20,000

計 260,000 5,935 0 0 5,935 0 254,065

（単位：円）

（単位：円）改選後（令和2年 6月から令和3年 3月分まで）

NO 議　　員　　名 交付額 支出額
支　出　額　の　内　訳

返還額
調査研究費 研修費 資料購入費 事務所費

1 和 気 　 数 男 100,000 42,058 0 42,058 0 0 57,942

2 宇 都 宮 久 見 子 100,000 42,058 0 42,058 0 0 57,942

3 信 宮 　 徹 也 100,000 42,058 0 42,058 0 0 57,942

4 宇 都 宮 俊 文 100,000 42,058 0 42,058 0 0 57,942

5 加 藤 　 美 香 100,000 42,058 0 42,058 0 0 57,942

6 中 村 　 一 雅 申請なし

7 河 野 　 清 一 100,000 42,058 0 42,058 0 0 57,942

8 佐 藤 　 恒 夫 60,000 42,058 0 42,058 0 0 17,942

9 山 本 　 英 明 申請なし

10 竹 﨑 　 幸 仁 100,000 45,040 560 42,058 0 2,422 54,960

11 小 玉 　 忠 重 100,000 42,058 0 42,058 0 0 57,942

12 源 　 　 正 樹 申請なし

13 井 関 　 陽 一 100,000 42,058 0 42,058 0 0 57,942

14 中 村 　 敬 冶 100,000 42,058 0 42,058 0 0 57,942

15 二 宮 　 一 朗 100,000 42,732 0 42,732 0 0 57,268

16 兵 頭 　 　 学 100,000 42,058 0 42,058 0 0 57,942

17 森 川 　 一 義 100,000 11,698 0 0 11,698 0 88,302

18 酒 井 宇 之 吉 100,000 42,058 0 42,058 0 0 57,942

計 1,460,000 604,166 560 589,486 11,698 2,422 855,834
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小
玉　

忠
重

ぼくの夢は、料理人になることです。ぼくが初めて作っ
た料理は、卵焼きです。1年生のとき、おばあちゃん
に教えてもらいながら作りました。ちょっとだけこげ
てしまったけど、家族みんなが「おいしい。」と言って
くれました。そのとき、「喜んでもらってうれしいな。
料理って、楽しいな。」と思ったのがきっかけです。今
ではチャーハンや豚肉のしょうが焼きなど、いろいろ
な料理が作れるようになりました。だから、少し夢に
近づいているのかなと思います。将来は、中華の料理
人を目指しています。そして、中華と和食を組み合わ
せた、創作料理も作ってみたいです。おいしい料理は、
人を幸せにします。料理人になっておいしい料理を作
り、たくさんの人を幸せにしたいです。

きかせて！あなたの夢
西予市の小学生が将来の夢を語るコーナーです。
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内
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真さん（城川小学校６年）

議会レポ ート
令和３年度　議員勉強会
　8月 23日、議員全員協議会室において「西予市の財政」

をテーマに勉強会を行いました。

　講師は財政課職員がおこない、資料に基づき約１時間

説明を受け、その後質疑を行いました。最初に財政収支

の事情について、令和３年度の一般会計当初予算、305

億円を月 30万円の生活費に換算した家計簿モデルを作成した資料から説明を受け、続いて財政健全

化について多くの資料をもとに説明を受けました。

　人口減少や少子高齢化等、我が国が抱える構造的な課題、さらに西予市は平成30年 7月豪雨災害

を受け、厳しい財政が続くことが示されました。


